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表題 リードカナリーグラスとアルファルファの混播栽培法 機関 農業研究センター
畜産研究所

リードカナリーグラスとアルファルファの混播によって乾物収量が増加する。概要：

この場合の播種割合は、リードカナリーグラス ～ 、アルファルファ1.0 1.5kg/10a
が適当である。施肥量は、草種維持のため窒素成分で基肥 、追0.5kg/10a 4.0kg/10a

肥 を施用する。3.0kg/10a

研究のねらい

夏季の乾草及びロールベールサイレージ用として栽培されているリードカナリーグラスは、刈

取時期によっては、栄養価や嗜好性が低下することが指摘されており、これらの改善が本草種の

活用を図るうえで重要な課題となっている。

このため、品種選定及びアルファルフアとの混播栽培法について検討し、リードカナリーグラ

スの栄養価等の改善を図る。

研究の成果

１．リードカナリーグラスでは、バラトンが多収で冠さび病に強く、アルファルファでは、タ

チワカバが多収であった。

２．混播によってリードカナリーグラスの割合は減少したが、 ， 以上の乾物収量が2 000kg/10a
得られ、単播より ～ ％増加した。15 37

３．播種割合は、リードカナリーグラス ～ 、アルファルファ が適量であ1.0 1.5kg/10a 5kg/10a
る。

４．アルファルフアとの混播は、窒素施用量が少なくてもかなりの収量が得られることから、

省資源型栽培法といえる。しかし、リードカナリーグラスの適正な草種割合を維持するた

めには、基肥 、追肥 程度の窒素施肥が必要である。4.0kg/10a 3.0kg/10a

５．アルファルファとの混播によって、粗蛋白質含量が改善された。

普及上の留意点

１．リードカナリーグラスの播種量は、飼料畑の状態（雑草、土壌水分）が悪いところでは多

目にする。

２．高温や干ばつによってアルファルファが優勢となりやすいので ～ 年の短期間利用とす3 4
る。

３．早春にアルファルファタコゾウムシが発生するので早めに薬剤を散布する。
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表１ リードカナリーグラスの乾物収量( k g / a ) 表２ アルファルファの乾物収量（k g / a )

注１）播種時期：平成３年１０月、但しパラトンは平成５ 注１）播種時期：平成３年１０月

年１０月 注２）刈取時期：開花期

注２）刈取時期：出穂期

表３ 播種割合が乾物収量に及ぼす影響（k g / a )

注１）播種時期：平成５年１０月、刈取時期：アルファルファの開花期

注２）Ｒｃ：リードカナリーグラス、Ａｆ：アルファルファ

表４ 施肥量が乾物収量に及ぼす影響 表５ 施肥量が粗蛋白質含量に及ぼす影響（乾物％）
(kg/a)


